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一、本書の概要　
近代国家が形成される以前において、戦没者慰霊の問題
はどのようにあつかわれたのか。とくに合戦の敗者はどのように弔われたのか。このような問いかけ 答える書が、室井康成氏に る『首塚・胴塚・千人塚―日本人は敗者とどう向きあってきたのか』 （以下、 「本書」とする）である。　
室井氏が注目したのは「首塚・胴塚・千人塚などと呼ば





跡なのである（二～三頁） 。ただし、伝承のとおりに合戦の戦死者が埋葬されているとはかぎらず、後付けのものが少なく い。それでも、 「塚の歴史的真贋がどうであれ、そのいわれを説く伝承からは、これを語り伝えてきた人々の、過去の戦死者に対す 想いを汲みとることができる」と室井氏は主張する（四頁） 。本書が目的とするのは「塚に仮託して語られる、人々の戦死者に対する想いを掬いあげるこ 」である（二三頁）　
室井氏によれば、本書は「首塚・胴塚・千人塚といった

















































































































た史蹟の捏造」 （ 『史敏』三号、二〇〇六年） 。
（７）京都・清水寺は坂上田村麻呂に所縁があることから
一九九四年に岩手県の有志が寺内にアテルイとモレの慰霊碑を建立した（モレ 副将である） 。このようにアテルイに対する弔いは今日も継承されてい 。
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